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【目  的】従来、社交不安障害  (Social anxiety disorder;  SAD) に対する重症度
評価尺度として、Liebowitz Social  Anxiety Scale (LSAS) が汎用されているが、
同尺度は評価項目数が多い上、しばしば精神科医師の印象と乖離するため、よ
り簡便で線型性の高い代替的評価尺度の開発が望まれる。  
【対象および方法】LSAS に加え、視覚評価尺度  (Visual analogue scale;  VAS) と
して、患者評価用  (PV; VAS rated by patients)、精神科医師評価用  (DV; VAS rated 
by doctors) を用い、 SAD 50 例に対し前向きに採点を行った。各得点を散布図
上にプロットの上、Spearman’s ρ、 κ coefficient を算出した。また、性別、婚姻
歴 /同居者 /就業 /高学歴  (短大卒以上 )  の有無につき、 PV および  DV の得点を  
Wilcoxon rank sum tests により比較し、さらに同検定により、婚姻歴の有無で、
初発年齢、初診時年齢を比較した。  
【結  果】Spearman’s ρ は  PV-LSAS 間、DV-LSAS 間、PV-DV間でそれぞれ  0.661、
0.461、 0.494、また  κ coefficient はそれぞれ  0.501、 0.251、 0.425 であった。
Wilcoxon rank sum tests では、就業有の者で  PV および  DV 得点が有意に低く、
高学歴者  (短大卒以上 )  で  DV 得点が有意に低かった。さらに、婚姻歴を有す
る者では初診時年齢が有意に高かった。  
【考  察】各相関係数の値から、患者の自己評価  (PV) は、精神科医師による
評価  (DV) よりも  LSAS との相関性が高く、LSAS 得点を簡約に代用しうる可
能性が示唆された。また、就業者 /高学歴者の精神科医師による重症度の印象が
低いこと、さらに、婚姻歴が初診時年齢の遅れる傾向に関連しうることが示唆
された。  
【結  論】以上から、 SAD 患者による視覚評価尺度  (PV) は  LSAS を簡約に
代用しうる可能性が示唆された。  
 
